
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPOをもう一歩深く

 4・5
①《特集》生成ＡＩの「ＮＰＯ流」活用法―広がる可能性と課題
⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

「持続可能な公共調達」って？
⑫《この人に》 

佐藤 千矢子さん （毎日新聞専門編集委員）

⑭《V時評》
「ボランティアは偽善か？」に心を揺さぶられる
⑮《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

ミラクルベイビーが教えてくれた「ギフトワーク」の光 
萩原 なつ子

（立教大学名誉教授、公益財団法人ミダス財団 シニア・フェロー）

⑯《熊本地震 熊本発～現地から伝える「被災地の今」》  
発災10年 創造的復興への道のり
樋口 務 

（特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体ネットワーク 代表理事）

⑰《現場は語る～コーディネートの現場から》
大学ボランティアに関する実態調査から 
―学生と地域をつなぐ支援のために
榎本 朝美 

（東京都社会福祉協議会 東京ボランティア・市民活動センター）

⑳《毎日NPO ！山田発信 組織と事業の支援論》

サイコーの広報ツール！
活動報告書のポイント解説
山田 泰久 

（公益財団法人日本非営利組織評価センター（JCNE）業務執行理事）

㉒《情報ピックアップ》  

㉓《シネマ／ライブラリー》
『ライフテープ』／書籍紹介

㉔《晴れ時々ボランティア》 

岩井 順一郎 さん
（大阪府豊中市「雲遊の会」）

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃな
い～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成分
野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づくり」
「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・防災・減災活動への
支援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金は、
所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

を読む会 次回開催は2026年5月15日（金）12：10～12：55の予定です！
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特 集
生成AIの

「NPO流」活用法
―広がる

可能性と課題

2022年11月のChatGPT登場以降、生成AIは急速に進化している。

企業・団体、学校、日常生活などで使われる場面が大きく増え、

市民活動も例外ではない。

本特集では、既に幅広く活用している先行事例を紹介するとともに、

生成AIのメリットと注意点、市民活動への影響や課題について考えたい。

特集メンバー▶早瀬 昇、増田 宏幸、百瀬 真友美
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ウ
ォ
ロ
の
新
コ
ー
ナ
ー
を
Ａ
Ｉ
に
企
画
し
て
も
ら
っ
た
ら
…

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ＊

」と
「
ジ
ェ
ミ
ニ＊

」は
、

よ
く
知
ら
れ
た
生
成
Ａ
Ｉ＊
ツ
ー
ル
だ
。
公
開

情
報
を
も
と
に
考
え
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
ほ

ど
違
う
答
え
に
は
な
ら
な
さ
そ
う
な
も
の
だ

が
、
実
際
は
ど
う
か
。「
同
じ
プ
ロ
ン
プ
ト＊

で
聞
く
」
と
い
う
簡
単
な
実
験
を
し
て
み
た
。

な
お
、
Ａ
Ｉ
の
回
答
は
複
数
あ
っ
た
う
ち

最
初
の
も
の
の
み
で
、
文
章
は
い
ず
れ
も
筆

者
が
整
理
し
、
主
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
修

正
し
て
い
る（
＊
は
５
ペ
ー
ジ
の「
用
語
解
説
」

参
照
。
以
下
、
同
）。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
提
案

「
人
生
初
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ア
ル
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
毎
号
１
人
の
「
初
ボ

コ
ン
セ
プ
ト
は
共
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
」
だ
。
内
容
は
、

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
「
体
験
の
一
連
」
と
と

れ
る
の
に
対
し
て
ジ
ェ
ミ
ニ
は
「
初
参
加
の

日
」
で
、
時
間
軸
の
長
短
は
あ
る
が
、
違
い

は
そ
の
く
ら
い
。「
最
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
」
を
切
り
口
に
、
１
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
点
は
共
通
す
る
。

「
ア
イ
デ
ア
を
求
め
る
」
と
い
う
使
い
方
で
、

も
と
に
な
る
情
報
が
多
い
場
合
は
、
そ
れ
ほ

ど
差
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
質
問
者
に
よ
る
違
い
を
み
る
た
め
、

本
誌
の
増
田
宏
幸
・
編
集
担
当
が
同
じ
プ
ロ

ン
プ
ト
で
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
聞
い
た
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
提
案

企
画
名
は
「
一
歩
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」。

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
と
、
参
加
後
の
イ
メ

ー
ジ
を
持
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
関
心
は

あ
る
が
最
初
の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
人
の

背
中
を
押
す
、
超
具
体
的
な
参
加
動
線
つ
き

の
コ
ー
ナ
ー
。
感
動
よ
り
も
で
き
る
こ
と
・
か

か
る
時
間
・
向
い
て
い
る
人
を
見
せ
て
、「
こ
れ

な
ら
で
き
そ
う
」
と
思
え
る
誌
面
に
す
る
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
者
」
を
紹
介
。
年
齢
・
職

業
な
ど
が
多
様
に
な
る
よ
う
に
取
り
上
げ
て
、

体
験
の
流
れ
を
マ
ン
ガ
風
に
図
解
す
る
。
コ

ー
ナ
ー
タ
イ
ト
ル
例
は
「
わ
た
し
の
初
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」「
は
じ
め
て
の
ボ
ラ
日
記
」。

ポ
イ
ン
ト
は
、「
す
ご
い
人
」
で
は
な
く

「
普
通
の
人
」。
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
こ
と
が
ね
ら
い
。

ジ
ェ
ミ
ニ
の
提
案

「
最
初
の
一
歩
」
の
不
安
と
、
そ
れ
を
超

え
た
瞬
間
の
心
の
動
き
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る

エ
ッ
セ
イ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
毎
回
、
１
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
に
「
初
め
て
参
加

し
た
日
の
緊
張
」
と
「
参
加
し
た
こ
と
で
自

分
の
中
に
起
き
た
小
さ
な
変
化
」
を
語
っ
て

も
ら
う
。
活
動
を
始
め
る
際
に
背
中
を
押
し

た
キ
ー
ワ
ー
ド
や
出
来
事
を
紹
介
し
、
近
い

ジ
ャ
ン
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
情
報
や
相

談
窓
口
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
る
。

「
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」「
自
分
に
何
が
で
き

る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
層
の
背

中
を
押
し
、「
こ
れ
な
ら
私
に
も
で
き
そ
う

（
や
り
た
い
）」
と
思
わ
せ
る
。

毎
号
ひ
と
つ
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
「
ど

ん
な
社
会
課
題
に
関
わ
る
の
か
」「
初
参
加

で
何
を
す
る
の
か
」「
自
分
に
合
う
参
加
の

仕
方
」
を
示
す
。
内
容
は
、
テ
ー
マ
説
明
・

３
分
で
わ
か
る
活
動
・
向
い
て
い
る
人
チ
ェ

ッ
ク
・
初
め
て
の
人
の
本
音
、
な
ど
。

こ
ち
ら
も
コ
ン
セ
プ
ト
は
ほ
ぼ
同
じ
。
内

容
も
似
て
い
る
が
、
今
度
は
「
人
」
で
は
な

く
「
活
動
」
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
。

同
じ
プ
ロ
ン
プ
ト
で
、
参
考
に
す
る
情
報

も
同
じ
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の
に
、
違

い
は
な
ぜ
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
今
回
試
し
た

【プロンプト】

ウォロという雑誌の編集をし
ています。

https://osakavol.org/
publishing/volo/index.html

日本でボランティアをする人
が増えるような、１ページ分
の新コーナー企画を考えてく
れませんか。

市
民
団
体
の
A
I
活
用
の
実
際

㊨
増
田
編
集
担
当
が
得
た
生
成
画
像

㊧
筆
者
が
得
た
生
成
画
像
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市
民
団
体
に
聞
い
た 

Ａ
Ｉ
活
用
最
前
線

２
人
と
も
、
日
頃
使
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
に
尋
ね

て
い
る
。
Ａ
Ｉ
が
、
過
去
の
質
問
者
と
の
や

り
と
り
か
ら
興
味
・
関
心
を
推
測
し
、
合
わ

せ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
し
た
ら
、
普

ペ
ー
ジ
の
イ
ラ
ス
ト
を
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に

生
成
さ
せ
て
み
た
。
や
や
古
め
か
し
い
イ
ラ

ス
ト
が
表
示
さ
れ
た
後
、「
も
っ
と
明
る
く
」

「
日
本
的
に
」「
人
物
を
除
い
て
」
な
ど
Ａ
Ｉ

段
の
自
分
の
発
想
か
ら
離
れ
た
ア
イ
デ
ア
を

求
め
た
け
れ
ば
、
プ
ロ
ン
プ
ト
に
そ
の
条
件

を
入
れ
る
べ
き
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
実
験
終
了
後
、
本
特
集
の
扉

と
や
り
と
り
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
。

念
の
た
め
言
い
添
え
る
と
、
本
誌
１
ペ
ー
ジ
の

実
際
の
ト
ビ
ラ
は
、
人
間
で
あ
る
誌
面
デ
ザ

イ
ン
担
当
、
Ｎ
氏
が
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
日
本
で
ど
の
く
ら
い
使
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
総
務
省
の
２
０
２

４
年
度
調
査
（
注
１
）
で
は
、
個
人
と
し
て

生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
「
使
っ
て
い
る
（
過

去
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
）」
人
は
26
・
７
％

（
注
２
）。
20
代
に
限
る
と
44
・
７
％
に
の
ぼ

る
。
仕
事
で
の
使
用
度
は
ど
う
だ
ろ
う
。
同

調
査
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
「
業
務
で
使
用

中
」
と
回
答
し
た
割
合
は
55
・
２
％
だ
。

グ
ー
グ
ル
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
す
る
と
、

結
果
一
覧
の
上
部
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答
が
表

示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
Ａ
Ｉ
オ
ー
バ
ー

ビ
ュ
ー
」（A

I O
verview

s

）
と
い
う
機
能

で
、
グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
で
利
用
し
て
い

る
と
き
は
標
準
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
検
索
を
使
う
人
は
、
た
い
て
い
目
に
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
意
図
し
な
く
て
も
生
成
Ａ
Ｉ

に
接
す
る
機
会
が
増
え
、
慣
れ
て
く
る
と
自

ら
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
も
な

る
。
市
民
活
動
に
取
り
入
れ
る
例
は
増
え
て

ざ
ま
な
用
途
が
挙
が
っ
た
（
表
１
⑮
）。
使

っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
い
く
つ
で
も
挙
げ

て
も
ら
う
と
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
ジ
ェ
ミ

ニ
は
各
５
人
で
最
多
。
次
い
で
ク
ロ
ー
ド

（claude

＊
）
を
４
人
が
使
用
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
汎
用
的
な
対
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
だ
が
、

そ
れ
以
外
の
も
の
も
使
わ
れ
て
い
る
（
表

２
）。

い
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、「
市
民
団
体
の
事
業
や
活
動
に

Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
い
る
人
」
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。「
使
っ
て
い
る
人
」

を
対
象
に
し
た
の
は
、
普
及
度
を
調
べ
る
の

で
は
な
く
、
ど
う
活
用
し
て
い
る
の
か
を
知

る
た
め
だ
。

高
い
貢
献
度
と
多
様
な
ツ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
は
７

人
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
団
体
の
業
務
に
貢
献
し

て
い
る
と
思
う
度
合
い
は
、「
非
常
に
貢
献

し
て
い
る
」
を
５
と
し
て
平
均
４
・
７
ポ
イ

ン
ト
だ
。
５
段
階
評
価
で
全
員
が
４
か
５
を

付
け
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
を
活
動
に
生
か
せ
て
い

る
人
た
ち
の
声
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
Ａ
Ｉ
活
用
の
用
途
は

14
項
目
の
作
業
・
業
務
を
挙
げ
て
選
ん
で
も

ら
っ
た
（
表
１
）。
そ
れ
以
外
の
用
途
に
つ

い
て
も
自
由
記
入
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
さ
ま

（
注
１
）総
務
省
『
国
内
外
に
お
け
る
最
新
の
情
報
通
信
技
術
の
研
究
開
発
及
び
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
動
向
に
関
す
る
調
査
研
究
の
請
負
成
果
報
告
書
』
２
０
２
５
年
３
月
。
調
査
委
託
先
は
エ
ヌ・
テ
ィ・
テ
ィ・
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
。
調
査
期
間
は
２
０
２
５
年
１

月
17
日
～
２
月
13
日
。（
注
２
）
２
０
２
３
年
度
の
調
査
で
は
９
・
１
％
だ
っ
た
。

特 集 生成ＡＩの「ＮＰＯ流」活用法―広がる可能性と課題

作業・業務例 利用者数
①検索がわりにちょっとした調べもの 4
②会議録作成 4
③助成金等申請書の文案作成 6
④メール文、連絡文書などの文案作成 5
⑤規約、契約書、定款などの文案作成 5
⑥翻訳 4
⑦文章の校正 7
⑧広報物等の記事文案作成 6
⑨広報物等のタイトル・見出し案作成 6
⑩イラスト・漫画・写真などの画像生成・加工 6
⑪チラシ・ポスター等のデザイン案作成 2
⑫プレゼンスライドの構成・デザイン案作成 4
⑬音楽生成・加工 4
⑭動画生成・加工 3
⑮その他（自由記述）
▽企画等のアイデア出し、壁打ち＊
▽活動の手順を生成
▽専門用語を含むニュースや行政文書を「やさしい日本語」に翻訳
▽アンケート回答の分析
▽団体内のマニュアル作成
▽動画による操作マニュアル作成
▽�プログラミング（GAS=Google Apps Scriptを使ったメールの
自動返信、カレンダー・スプレッドシート管理など）

【表１】AIを使う作業・業務の例
※「⑮その他」の回答は筆者が整理し修正を加えた。

（n=7）
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「
公
共
調
達
」
と
は
、
政
府
や
地
方
自
治

体
・
公
共
機
関
が
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入

し
、
調
達
す
る
こ
と
を
指
す
。
公
共
調
達
は

多
く
の
国
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
13
〜
20
％
（
日
本
は

16
～
18
％
）
を
占
め
る
た
め
、
市
場
や
企
業

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
つ
ま
り
、
公
共

調
達
が
全
て
「
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
や
製

品
」
に
な
れ
ば
、
持
続
可
能
性
を
高
め
る
大

き
な
一
歩
と
な
る
。

公
共
調
達
の
重
要
性
は
１
９
９
２
年
の
地

球
サ
ミ
ッ
ト
（
国
連
環
境
開
発
会
議
）
を
契

機
に
環
境
政
策
と
し
て
議
論
が
始
ま
り
、
２

０
０
０
年
代
以
降
は
社
会
・
経
済
の
要
素
も

含
ん
だ
「
持
続
可
能
な
公
共
調
達
（
Ｓ
Ｐ

Ｐ
）」
へ
と
広
が
っ
た
。
15
年
以
降
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
実
現
の
た
め
の
重
要
な
政
策
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
12
「
つ
く
る
責
任
、

つ
か
う
責
任
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。

欧
州
で
は
「
戦
略
的
公
共
調
達
」
と
し
て

環
境
基
準
（
Ｇ
Ｐ
Ｐ
）
の
策
定
や
、
外
部
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
社
会
監
査
な
ど
具
体

的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
ド
イ

ツ
は
、
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
経
済

戦
略
と
し
て
環
境
規
制
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

日
本
政
府
の
取
り
組
み
は
人
権
が
中
心
で
、

包
括
的
な
持
続
可
能
性
の
文
脈
は
残
念
な
が

ら
無
い
。

東
京
都
が
「
持
続
可
能
な
公
共
調
達
」
を

明
確
に
政
策
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
た
「
東

京
都
社
会
的
責
任
調
達
指
針
」
を
25
年
に
策

定
し
た
が
、
地
方
自
治
体
で
は
少
数
。
地
方

自
治
体
は
公
共
調
達
の
重
要
な
存
在
だ
。
方

針
を
作
り
調
達
プ
ロ
セ
ス
を
変
え
る
な
ど
手

間
は
か
か
る
が
、
コ
ス
ト
は
さ
ほ
ど
か
か
ら

な
い
の
だ
。

NEWS

大
阪
府
共
同
募
金
会
の
助
成

申
請
受
け
付
け
の
お
知
ら
せ

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
金

対
象
：
大
阪
府
内
で
行
う
民
間
社
会
福
祉
事

業
、
更
生
保
護
事
業
、
そ
の
他
社
会
福
祉
を

目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
・
団
体
が
、

２
０
２
７
年
度
（
27
年
４
月
～
28
年
３
月
末
）

に
実
施
す
る
事
業

受
付
：
２
０
２
６
年
５
月
１
日（
金
）

～
20
日（
水
）

②
河か

わ
ら原
林ば

や
し
富ふ

美み

福
祉
基
金
助
成
金

（
２
０
２
６
年
５
月
29
日（
金
）ま
で
受
付
け
中
）

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

対
象
：
大
阪
府
内
に
て
広
域
で
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
団
体
が
、２
０
２
６
年
度
（
26
年
８
月
～
27

年
３
月
末
）に
実
施
す
る
事
業

〇�

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
地
域
福
祉
活
動
促
進

事
業

�

対
象
：
大
阪
府
内
の
市
区
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
が
、２
０
２
６
年
度（
26
年
８
月
～
27
年

３
月
末
）に
実
施
す
る
軽
自
動
車
購

入
事
業
ま
た
は
地
域
福
祉
活
動
促

進
事
業

①②とも、詳しく
は大阪府共同募金
会ホームページを
ご覧ください。

【問い合わせ Eメール】
ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp
（件名に「助成金の申請について」と明記）

「
持
続
可
能
な
公
共
調
達
」っ
て
？

 Vol.
147

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
ネ
ッ
ト 

事
務
局
長 �

�

武
田 

か
お
り
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シ ネ マ

～市民視点の映画を紹介する

ラ イ ブ ラ リ ー

第92回

第73回

緩
や
か
な
ビ
ー
ト
に
の
っ
て
、
あ
る

家
族
の
日
常
が
映
し
出
さ
れ
る
。
そ
れ

が
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
穏
や
か
で
、
多
幸

感
に
包
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

『
ラ
イ
フ
テ
ー
プ
』
は
、
あ
る
夫
婦

と
「
メ
ン
ケ
ス
病
」
と
い
う
難
病
を
抱

え
た
息
子
の
日
常
を
描
き
出
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。
こ
う
書

い
て
し
ま
う
と
、
途
端
に
こ
ぼ
れ
落
ち

て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
す
ぎ
て
困
る
。

「
家
族
を
撮
っ
て
ほ
し
い
」
と
親
友

か
ら
言
わ
れ
た
安
楽
涼
監
督
が
、
少
し

ず
つ
カ
メ
ラ
を
回
す
と
こ
ろ
か
ら
こ
の

映
画
は
始
ま
る
。
そ
こ
に
は
平
穏
な
家

族
の
時
間
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
談
笑

し
な
が
ら
息
子
の
世
話
を
し
、
散
歩
を

す
る
。
ど
こ
の
家
庭
に
も
あ
る
よ
う
な
、

あ
り
ふ
れ
た
愛
お
し
い
時
間
。
息
子
の

難
病
は
、
治
療
し
な
い
と
３
歳
ご
ろ
ま

で
に
亡
く
な
る
可
能
性
が
高
く
、
根
本

的
な
治
療
法
も
な
い
。
日
々
の
ケ
ア
の

大
変
さ
も
、
出
産
か
ら
現
在
ま
で
の
大

き
な
不
安
や
戸
惑
い
も
描
き
出
さ
れ
て

い
く
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
悲
壮
感
や

憂ゆ
う

鬱う
つ

さ
は
な
い
。
圧
倒
的
に
こ
の
映
画

を
下
支
え
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
大
変

さ
を
も
慈
し
む
よ
う
な
優
し
さ
と
正
直

さ
な
の
で
あ
る
。

息
子
と
接
す
る
時
や
夫
婦
で
の
何
気

な
い
会
話
か
ら
、
こ
の
家
族
が
時
間
を

か
け
て
築
い
て
き
た
信
頼
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
映
画
に
出
て
く

る
人
た
ち
は
皆
、
自
然
体
で
明
る
い
。

息
子
の
存
在
は
も
ち
ろ
ん
、
友
人
や
監

督
も
と
て
も
親
密
で
あ
り
な
が
ら
、
互

い
に
思
い
や
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

そ
の
距
離
感
が
と
て
も
心
地
よ
い
の
で

あ
る
。

映
画
に
出
演
し
た
人
た
ち
も
、
作
る

人
た
ち
も
皆
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
続

く
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
の
日
常
を
幸
せ

に
過
ご
す
た
め
に
、
祈
る
よ
う
に
映
画

を
作
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
映
画
の
中
盤
、

１
カ
ッ
ト
長
回
し
で
映
し
出
さ
れ
る
夫

婦
の
会
話
が
あ
る
。
切
実
さ
と
正
直
さ

が
詰
ま
っ
た
よ
う
な
夫
婦
の
会
話
が
、

カ
メ
ラ
の
前
で
交
わ
さ
れ
る
時
、
私
は

こ
の
夫
婦
の
覚
悟
の
よ
う
な
も
の
を
感

じ
た
。
映
画
に
撮
ら
れ
る
こ
と
、
自
分

た
ち
の
日
常
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
へ
の

覚
悟
。
そ
れ
は
監
督
へ
の
信
頼
が
な
け

れ
ば
成
立
し
え
な
い
こ
と
だ
。
ま
さ
に

祈
る
よ
う
に
撮
影
さ
れ
た
シ
ー
ン
だ
っ

た
。と

て
も
陳
腐
な
表
現
で
は
あ
る
が
、

人
は
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き

た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
。
そ
し
て
そ

の
幸
せ
は
、
あ
る
時
に
は
誰
か
が
与
え

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
や

っ
ぱ
り
自
分
（
た
ち
）
で
作
る
も
の
な

の
だ
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
、

何
度
も
何
度
も
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

素
敵
な
映
画
で
あ
っ
た
。

今
月
の
作
品

『
ラ
イ
フ
テ
ー
プ
』

2038年。アメリカ南部の
州立大学で働く27歳の

女性、フロリタのもとに日本
から届いた郵便。中身は解読
できないUSBメモリと「キン
ジョー死す」の知らせだった。
学生時代、彼女は「南国革

命」について研究していた。
それは約20年前の沖縄・八
重山諸島、石垣島の市民運動
を発端に、沖縄から米軍が撤
退するなど各国の脱軍事化が
一挙に進んだ歴史的変革だ。
当時、中国による台湾有事に
備え、日本政府は石垣島での
自衛隊駐屯地配備を秘密裏に
計画。それを知った島民有志
が呼びかけたのは「住民投票」
だった。政府制定の配備地の

是非を問う住民投票は実現、
反対票が多数を占めた。そし
てこの市民運動の旗手こそが
〝金城龍太郎〟だったのだ。
フロリタはUSBを携えて遠
い石垣島に飛び、金城と同時
代を過ごした人たちに会う決
心をする―。
468ページの長編小説だが
一気読みしてしまう巧みなス
トーリー展開。色彩表現の豊
かさ、魅力的な人物描写。人
気画家の中原亜

あ

梨
り

沙
さ

が描く表
紙も示唆に富む。　
石垣島生まれの著者、金城

龍太郎はアメリカ留学を経て
24歳で実家のマンゴー農園を
継ぎ、４年後の2018年から
24年まで「石垣島住民投票

を求める会」の代表として活
動した。同会は市内有権者約
36%の署名を集め、自衛隊の
駐屯地開設の是非を問う住民
投票条例の制定を石垣市に求
めたが、市は拒否し、市議会
は条例案を否決した。のちに
金城らが起こした投票実施を
求める訴訟も敗訴し、23年、
自衛隊の駐屯地は石垣島に開
設された。
「自分たちのことは自分たち
で決める」という市民自治の理
念を推し進めた金城らの運動。
この小説はそれらの軌跡を直
接示すものではないにせよ、
市民活動の記録の残し方に新
しい道筋をつけたといえよう。
� 編集委員　村岡 正司

花の大陸-La Furorida-
金城 龍太郎著
南山舎、2025年12月
1980円（税込み）

©『ライフテープ』製作委員会

イラスト：杉浦 健

出演：隆一　朱香　珀久　フィガロ
監督・撮影・編集：安楽涼
プロデューサー：大島新　前田亜紀
音楽：RYUICHI（EP「LIFE TAPE」より）
製作：すねかじりSTUDIO
制作協力：ネツゲン
配給：東風
2025年｜101分｜日本｜DCP｜ドキュメンタリー
3月28日より全国順次公開

●今月の館主

2012年、監督作『ドコニモイケナイ』で日
本映画監督協会新人賞受賞。監督最新
作は『二十歳の息子』（23年公開）。プロ
デュース作品に『桜の樹の下』『帆花』があ
る。現在、日本映画大学准教授。「ドキュメ
ンタリー映画って、 観るよりも作る方が数十
倍面白いよ！」といつも思います。

島
しま

田
だ

 隆
りゅう

一
いち
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